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▽第２４回芥川作曲賞 

鈴木純明（すずき・じゅんめい） 

 

＜贈賞理由＞ 

ヨーロッパの伝統との距離感のバランスと共に、すぐれた構築性と密度が瞬間

瞬間の繊細な響きの魅力と結びつき、豊かな音楽が生み出されていた点が高く評価

された。 

 

＜略歴＞ 

１９７０年東京生まれ。東京藝術大学大学院修了。文化庁在外派遣研修員として

パリ国立高等音楽院で学ぶ。ＩＲＣＡＭ作曲研究課程修了。日本音楽コンクール、

日本交響楽振興財団作曲賞、ガウデアムス国際音楽週間、ブールジュ国際電子音楽

コンクール等に入選。これまでにザグレブ音楽ビエンナーレ、モンテカルロ春の

芸術祭、ミュージック・フロム・ジャパン等で作品が初演されている。現在、東京

藝術大学准教授、桐朋学園大学、同大学院大学各講師。 

 

 

第２４回芥川作曲賞 選考経過 

 

１．２０１４年４月１日（火）午後１時より東京都港区、ＡＮＡインターコンチ

ネンタルホテル東京において第１次選考会を開催。２０１３年１月１日より

２０１３年１２月３１日の間に国内外で初演された日本人作曲家の管弦楽 

作品を対象に選考し、芥川作曲賞にふさわしい清新にして豊かな将来性を 

秘めた以下３作品を「第２４回芥川作曲賞」の候補に選定した。選考委員は、

小鍛冶邦隆、福士則夫、望月 京
みさと

の３氏。（５０音順） 

 

◆稲森安太己 作曲 アナタラブル 

            ～管弦楽のためのプレリュードとフーガの亡霊 

初演：２０１３年３月１６日 ケルン音楽大学大ホール 

西ドイツ放送（ＷＤＲ）・現代の音楽「オルケスター・ヴェルクシュ

タット」 

 

◆大西義明 作曲 トラムスパースⅠ―大アンサンブルのための 

初演：２０１３年９月２日 オランダ・ユトレヒト市ヘールテ教会 

ガウデアムス音楽週間 オープニング・コンサート 
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◆鈴木 純 明
じゅんめい

 作曲 ラ・ロマネスカⅡ―ペトルッチの遍歴 

          ～管弦楽のための 

初演：２０１３年６月７日 東京藝術大学奏楽堂 

藝大２１ 創造の杜２０１３「藝大現代音楽の夕べ」 

（５０音順） 

 

２．２０１４年８月３１日（日）、午後３時よりサントリーホールにおいて上記  

３曲を公開演奏（指揮＝杉山洋一、管弦楽＝新日本フィルハーモニー交響  

楽団）。 

 演奏終了後、ステージにおいて小鍛冶邦隆、福士則夫、望月 京 ３選考委員

による公開討議（司会＝岡部真一郎氏）を行った結果、「第２４回芥川作曲賞」

受賞曲に鈴木純明氏の作曲による ラ・ロマネスカⅡ―ペトルッチの遍歴  

～管弦楽のための が選定された。 

 

３．公開選考終了後、直ちに同ステージにおいて贈賞式が行われ、サントリー  

芸術財団専務理事 勝田哲司より賞状、賞金（５０万円）が授与された。 

 なお、鈴木純明氏にはサントリー芸術財団より交響管弦楽曲の新作が委嘱 

され、完成後に同財団主催のコンサートで初演される。（委嘱料１００万円） 

 

 

 

以  上 

 


